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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 9月度ランキング

1位
プリウス

平均 H26年 981,000円

2位
アクア

平均 H26年 737,000円

3位
フィット

平均 H26年 833,000円

4位
ノート

平均 H28年 793,000円

5位
スイフト

平均 H26年 606,000円

1位
ヴォクシー

平均 H26年 1,502,000円

2位
セレナ

平均 H27年 1,126,000円

3位
アルファード

平均 H26年 2,327,000円

4位
シエンタ

平均 H28年 1,165,000円

5位
ヴェルファイア

平均 H26年 1,967,000円

1位
タント

平均 H26年 737,000円

2位
ワゴンＲ

平均 H28年 579,000円

3位
Ｎ－ＢＯＸ

平均 H27年 850,000円

4位
Ｎ－ＢＯＸカスタム

平均 H28年 1,085,000円

5位
ミライース

平均 H28年 527,000円

1位
ランドクルーザープラド

平均 H27年 3,341,000円

2位 ハリアー

平均 H26年 1,831,000円

3位
ヴェゼル

平均 H28年 1,516,000円

4位
エクストレイル

平均 H26年 1,204,000円

5位
フォレスター

平均 H25年 1,059,000円

1位
ＭＩＮＩ

平均 H28年 1,994,000円

2位
３シリーズ

平均 H26年 1,758,000円

3位
５シリーズ

平均 H25年 1,536,000円

4位
Ａ４

平均 H28年 2,246,000円

5位
Ｃクラス

平均 H27年 2,887,000円

定番の売れ筋車種が名を連ねる中、新車供給遅れの
影響が続いている事から軽自動車ではワゴンRやミラ
イースといった高年式で低価格の車種がランクアッ
プ。
またミニバンではアルファード/ヴェルファイア、
SUVではランドクルーザープラドが輸出需要好調の
為ランクアップしている。
全体的に相場が上がっており、中でも海外のみなら
ず国内需要も多いミニバンやコンパクトカーは10～
20万近く上がっている車種も見受けられた。
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ -グーネット自動車流通より

ロシアが４カ月連続で首位

中古車輸出 前年同月比２０％増

日本中古車輸出業協同組合がまとめた
８月の中古車輸出台数は、前年同月比２
０．０％増の１０万４１４５台だった。
仕向け国別では、ロシアが４カ月連続で
首位となった。同国は、６２．２％増の
１万４９００台。２位のチリは、同９５．
６％増の１万２２０３台で続いた。３位
はニュージーランドで、輸出台数は同５
５．５％増だった。

上位２０カ国で伸び率が高かった国は、
パキスタン（２．２倍／１８５７台→４
１３１台）、ザンビア（１．９倍／６３
３→１２４４台、英国（１．４倍／１０
１５→１３９３でアフリカ、ヨーロッパ
勢などで輸出台数を伸ばした。前月比較
では、１．７％減だった。

2021年9月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
ハリアー

平均年式 H24年 平均金額 1,547,000円

2位
ランドクルーザープラド

平均年式 H29年 平均金額 3,493,000円

3位
ハイエースバン

平均年式 H23年 平均金額 882,000円

4位
フィット

平均年式 H25年 平均金額 516,000円

5位
セレナ

平均年式 H24年 平均金額 427,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年９月

134,4万円

今年９月

137,0万円 平均単価

前年９月

58,4万円

今年９月

64,0万円

良質車の玉不足による価格高騰が続いている事からQuickワンプライスへの入札は昨年、一昨年を上回る状況が続いています。
これまでの客注車輛の落札需要に加えて、展示車仕入れにもQuickワンプライスをご利用頂く販売店様が増え更なる追い風となっている
為、充分な利益を確保して販売出来る可能性が高くなっています。この機会を逃さず1台でも多くQuickワンプライスに出品頂き、チャ
ンスを掴んでください！
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2021年９月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ ヤリス トヨタ 12,696 57.5 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 11,805 63.4

２ アクア トヨタ 11,137 196.2 ２ ルークス 日産 9,708 90.4

３ カローラ トヨタ 7,901 58.2 ３ ワゴンＲ スズキ 7,573 104.5

４ アルファード トヨタ 7,444 71.3 ４ スペーシア スズキ 7,064 45.3

５ ノート 日産 6,830 105.2 ５ ハスラー スズキ 5,903 76.1

６ セレナ 日産 6,828 107.5 ６ タント ダイハツ 5,298 44.5

７ フリード ホンダ 6,139 79.8 ７ アルト スズキ 4,788 70.1

８ シエンタ トヨタ 4,807 133 ８ ｅＫ 三菱 4,721 142.0

９ ヴェゼル ホンダ 3,901 134.8 ９ デイズ 日産 4,653 62.0

１０ フィット ホンダ 3,730 41.8 １０ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 4,453 49.6

１１ ハリアー トヨタ 3,702 41.2 １１ タフト ダイハツ 3,899 56.7

１２ プリウス トヨタ 3,661 56.9 １２ ミラ ダイハツ 3,896 59.6

１３ ルーミー トヨタ 3,638 45 １３ ムーヴ ダイハツ 3,879 43.1

１４ キックス 日産 3,348 95.8 １４ ジムニー スズキ 2,736 58.2

１５ ステップワゴン ホンダ 3,303 104.1 １５ ピクシス トヨタ 824 46.3
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

社内の啓発にも注力している。毎月発行しているＳＤＧｓニュースや隔月発行の社
内報で、毎回ＳＤＧｓに関する情報を発信。管理職向けには研修を実施し、理解を深
めた。名刺や名札のストラップにも「かながわＳＤＧｓパートナー」のロゴを入れ、
全社員にバッジを配布。また、全店舗のショールームガラス面にステッカーを掲出す
るなど身近にあるツールを含め社内の目に触れるところには取組の目印があり、全社
員の意識を高める。

取組はいまのところ３社（横浜トヨペット、トヨタカローラ神奈川、ネッツトヨタ
神奈川）、店舗数は合計で約１８０店舗、それぞれのエリアで地域に根差した活動を
展開する。将来的には、グループを挙げての取り組みを視野に入れる。

ウエインズグループは６０余年の歴史の中で、絶えず挑戦を繰り返してきた。業界
に対しても新しいことを提供し、地域社会に貢献するという取組はこれまでいくつも
実行してきた。ＳＤＧｓの取組を通じて、これまで繋がれなかった企業や外部との連
携もできるようになった。

社員と地域社会とともに発展するというビジョンのもと、ＳＤＧｓは経営戦略の柱
として推進し、営業戦略へ反映、浸透を深める。結果としてＥＳ向上、差別化、新規
ビジネス創出を実現していく考えだ。

岩瀬法雄グループマネージャーは「個人レベルでも何ができるかを考えることが大
事。ＳＤＧｓは自分事として取組みたい。私たちは、これまで神奈川県とともに成長
してきた。今後も神奈川県に貢献していきたいという思いで取組んでいる」と話す。

ＳＤＧｓを軸に「神奈川の課題」を解決していく中で、新たなビジネスチャンスが
生まれ、地域社会の発展にもつながっていく。持続可能な社会の実現に向け、同社の
チャレンジ精神は今後も新しい形で受け継がれていく。

グループ３社でＳＤＧｓ取組を加速

地域社会とともに発展を目指し

横浜トヨペット(横浜市中区、宮原漢二社長）は、かなが
わＳＤＧｓパートナーとして、長年にわたり地元・神奈川
のために様々な活動に取り組んできたが、今後はさらに連
携を深めながら、地域社会とともに持続可能な社会の実現
を目指している。

取組は自動車ディーラーという枠組みを超えた活動も多
い。きっかけは社員の発案によるもので、昨年の２月に会
社に提案し経営会議で承認された。４月には、県内の自動
車ディーラーとしてははじめて「かながわＳＤＧｓパート
ナー」として登録された。やるからには本気で取り組もう
と専任社員が選抜され７月１日にチームが発足、推進体制
が整ったというスピード感だ。

自動車業界の将来の危機感、いまの危機感もあ る中で、こうした取組みを通じて、
地域社会に貢献する。社内の機運も高まっている。１社ではできない取組も神奈川県
や企業パートナー同士の繋がりがうまれ、横連携できるようになった。

ＳＤＧｓ目標１７項目のうちウエインズ３社（横浜トヨペット、トヨタカローラ神
奈川、ネッツトヨタ神奈川が重点的に取り組む項目は１１ある。グループ社員全員が
分かりやすいように自社の取組に置き換えて、「一人一人ができること」、「ウエイ
ンズの主な取組」について対比するこによって理解を深める。

具体的な取組事例としては、神奈川県内の横浜緑ヶ丘高校で、地元企業として授業
に参加、カーボンニュートラル実現や福祉車両のある未来を考える「探究学習」をサ
ポートする。自動車は高校生にとっても身近なテーマで生徒も前向き、手応えを掴ん
だ。
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

「軽帯自動車」のライセンス契約拡大を推進

３５カ月契約の個人リースで
顧客固定化や再販利益確保へ

ジーライオングループのおくるまネットワーク
は、２０１９年から展開する月額４８００円から
の個人リース「軽帯（ケータイ）自動車」のライ
センス事業の拡大を目指している。北海道から九
州まで、全国エリアでライセンス契約先販売店を
拡大、早期に加盟１００店舗体制を目指す。１９
年のリリース当時に比べ、リース契約期間を３０
カ月から３５カ月にリニューアルした。加盟店メ
リットも更に拡大し、新たな展開を目指す。

軽帯自動車は、女性ユーザーにも分かりやすいネーミングや価格設定とオンライン
完結の契約も多く、非来店での成約が当初から７割あったという。メインターゲット
とする主婦層のニーズにうまく合致し、車種展開も拡大した。

１９年１月から自社直営店でスタートし、ジーライオングループや新規加盟店など
に販路を拡大し「販売店にしっかりと利益を上げてもらう仕組み」とする。３０カ月
から３５カ月にリース期間を延長したことで、加盟店の利益率が更に高まったという。
事業スタート当初のユーザーが初回の３０カ月を迎え始めているが、順調にリピータ
ーも確保する。

同社では軽帯自動車の加盟店メリットを「顧客固定化」と「短期での乗り換え」、
「再販利益の確保」とする。これに加えて新車仕入れ（スズキ車）の本部による購入
資金立て替え制度なども用意する。当初はスズキ「ワゴンＲ」１車種のみだったが、
現在ではスズキ「スペーシア」、ホンダ「Ｎ－ＢＯＸ」「Ｎ －ＢＯＸカスタム」
を加えた４車種に拡大。こうした取り組みにより販売店のメリットは更に拡大してい
る。

同社ではコロナ禍のためオンライン会議ツール「ＺＯＯＭ」を使った無料オンライ
ンセミナーを開催中。販売店の要望に応じて随時受け付ける。

AI画像査定サービス「かいとりロボ」実証実験開始

適正＆スピーディな査定を可能に

エーエヌラボ（東京都渋谷区、大原健社長）は、中古車販売会社の車両の買取査定
の効率化を目的として、販売、車検、板金サービスを展開する山形県の八幡自動車商
会とスマホAI画像査定に関する実証実験を開始する。

エーエヌラボは2007年の創業以降、 AI画像認識技術を応用した各種サービスを提供
してきたが、AI技術をこれまで煩雑で効率化が難しかった中古車の査定シーンに活用

することで、知識や経験を持たないスタッフでも簡単に、かつ効率的でスピーディな
査定を可能になる。また、査定のみならず、顧客に対しスムーズにバリエーションの
効いた車両提案を行える状態をつくる。

八幡自動車商会が運営する車検の専門店「コバック」の店頭において、店舗駐車場
に進入してきた車両について予め店頭入り口に設置したカメラを活用し、自動でAI画

像査定を行う。カメラ前を通過した車両の情報を即座に市場の中古車のデータベース
とマッチングし、同じメーカー・車種が市場でいくらなのかを手元の画面に即座に表
示されるようにする。また、その際車種だけではなく、画像を元に年数や状態による
価格も考慮した検索結果を表示できるようにする。
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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大好評 !! 最大1,000万円利用可能

な
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!! 閲覧件数UP!!
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SellCa

新しい仕入れサービスのご案内
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


